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	１．観測方法
	２．観測の結果と考察
	天頂離角Zが大きいほど誤差が大きく、Zが大きいと誤差はB>Vとなるという仮説を立て、測光結果を散布図（図1）にまとめた。しかし、図1の散布図はそのような誤差を示さなかった。
	３．実験方法
	観測では見られなかった新旧フィルター間の差異を調査するために、裸電球を標準光源として、観測で使ったフィルターを用いて分光した。最初は自作のスリットと回折格子を用いて分光したが、上手くいかなかったので、SBIG社製SGS分光器で再度分光実験した。加えて、水銀ランプとナトリウムランプもSGS分光器で分光した。このとき、観測では使用できなかった旧Rフィルターも加えた。
	４．実験の結果

